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研究の目的と方法 

大学における教養科目の位置づけが揺らぐ今日、19 世紀のアメリカに生きた作家 D. ソ

ローの視点は興味深い。教育思想家としても知られるソローは、学ぶという営みが制度化

された教育 common schools によって限定されていることを危惧していた。対してソロー

が提起したアンコモンスクール uncommon schools の発想は、「自然観察」や「博物学」

のような主流から外れた学びを重視するものであった。制度外の教育を提起するというよ

りも、学びのありかたそのもののオルタナティブを模索する姿勢がそこに看取できる。今

日の大学教育に求められるのも、このような発想と試みではないだろうか。 

以上をふまえ、本プロジェクトは①ソローの思想とアンコモンスクール論を改めて整理

し、その現代的な意義や可能性を検証すること、②参加・実践型のワークショップを企画、

実施することの二つを課題とする。地域の専門家を交えるほか、主に教育学部の学生を参

加者とし、来年度以降の展開を目指すパイロットプログラムとなる試みである。 

 

研究の経過 

①について、ソローの一連の著作、及びアンコモンスクールに関する論考を整理検討し

た。「アンコモンスクール」だけでなく、「野生」や「自由」といったソローが強調する語

には、学校空間からはみ出ていくソローの発想が伺えるが、その手立ての一つとして位置

付けられるのが、ソローの言う「歩く」ことである。このことを踏まえながら、現現代代ののわわ

れれわわれれがが生生ききるる文文脈脈でで、、「「歩歩くく」」とといいううここととかからら「「教教育育」」やや「「学学びび」」ははどどののよよううににととららええ

直直すすここととががででききるるかか、、そそのの具具体体的的実実践践ははいいかかにに進進めめらられれるるかかを大きな問いとした。さらに、

具体的な実践へと接続するために、アーブスクールジャパンの運営に携わった千松信也氏

を招きディスカッションを行った。これらを踏まえ、感性を研ぎ澄ますような野外での活

動を提案すること、とりわけ「歩く」ことにフォーカスした取り組みを企画・運営するこ

とを具体的な課題とした。 

②を行うに先立ち、本学の川渡フィールドセンター主催で 10 月に開催された農工連携

ゼミに参加した。ここでは現状の大学主催のフィールドワーク型実践が目指しているポイ
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ントや運用面での特徴と課題を把握することを目指した。以上をもとに、同センターにて

「歩く」ワークショップを企画した。「歩く」ことの（学術的）可能性を探る試みであり、

学ぶべきコンテンツを予め設定する一般的な教育プログラムとは一線を画すものである。 

 

研究の内容と成果 

川渡フィールドセンターの敷地内にて、2026 年 2 月 26 日－27 日の午後と早朝の二度

にわたって＜歩く実践＞を行った。参加者は本学の教員 3 名（教育学部 2 名、農学部 1

名）、助教 1 名（東北アジア研究センター）、大学院生 1 名（文学研究科）、学部生 4 名（農

学部 3 名、教育学部 1 名）で、二つのセッションのあいだにディスカッションを挟んだ。 

以下はディスカッションとレポートをまとめたものである。この取り組みを通じ、それぞ

れが交錯する大きく三つの論点が浮上した。 

①①たただだ歩歩くく、、オオーーププンンエエンンドド性性  

目的（地）がないことで、かえって目的や見出すものへの注意や気配りが高まったという

のが多くの見解だった。周囲との会話や足元の感触、歩く速度やリズムのような、普段考

えないことがらに思考が向くことになったと指摘された。 

②②他他者者とと歩歩くく  

他者が気づくことや驚くことを共有することで、一人で歩くとき

にはない視点や感覚が浮かび上がった。こういった自分の感性に

は働きかけなかったものについての気づきは、普段得難いものだ

という指摘もあった。一方で、ひとりで歩く方がより感覚が研ぎ

澄まされることも挙げられた。 

③③身身体体感感覚覚  

普段と異なる風景、空間、地面を歩くことで、日常生活が変化の乏しい

道やアスファルトでなされることが逆照射されるという視点が挙げら

れた。馴染みのある空間や進行方向ではないところに踏み込むときの

没我感は、言語的な説明がしがたい身体感覚と近いのではないかとい

う考察や、感覚によって引き起こされる身体的な記憶が挙げられた。 

  

まとめと今後の課題 

本プロジェクトは、＜普段と異なる空間を、他者と、目的に縛られることなく歩いてみ

るという実践＞が、「「感感性性をを共共有有しし、、思思考考をを広広げげてていいくく可可能能性性をを示示ししたたこことと」」にポイント

がある。それは、「歩く」ことから「教育」や「学び」を再考し、具体的に提起していくた

めの指針となるものだ。今後の課題は、ソローの思想を現代の状況に接続しながら、アン

コモンスクール的な実践の意義をより精査すること、今回とは異なるワークショップを重

ねることで、こういった試みの成果をより踏み込んだ形で提起することである。 

先端教育研究実践センター年報, 2026, 26, 23-30 報告｜大学院生プロジェクト型研究 
 

 

大学院生プロジェクト型研究・研究成果報告書 
研究代表者：亀岡 晃佑（臨床心理学コース） 

 

■研究題目 

怒りに関連する慢性的ストレス反応尺度作成の試み 
―日韓比較による検討― 

■研究代表者・分担者（氏名、コース） 

亀岡 晃佑（臨床心理学コース・博士課程後期 1 年）（代表者） 

宮川 紫苑（臨床心理学コース・博士課程後期 2 年） 

■研究成果概要（目的、実施内容、結果、今後の課題など） 

問題 

 
 長期間にわたり持続する慢性的ストレス（Chronic Stress）によるストレス反応

についての研究はいまだ乏しい。慢性的なストレスによって引き起こされる病態

として，火病がある。火病（Hwa-byung, HB）とは，主に韓国人にみられる文化

結合症候群であり，怒りや不満などの否定的感情が蓄積して発生する病気である

（澤野，2012）。身体的・感情的・認知的な症状を特徴とし，慢性的なストレスや

抑圧された怒りと関連していることが多く，一般的な症状としては，動悸や胸の

圧迫感や頭痛や怒りなどがある（Kwon et al., 2020）。池田・奥野（2007）は先行

研究を概観したうえで，文化結合症候群を固有の文化における（特に西洋の視点

からの）非典型的な反応としてまとめている。 
しかし，慢性的なストレスに晒される環境や，怒りや不満をためるような様式

のコミュニケーションは韓国の文化に固有の現象とは限らないのではないか。例

として，宗像他（1985）は，日本における自律神経失調症，神経症（不安症，恐

怖症，抑うつなど）を生む重大な背景として，慢性のストレス源であるイライラ，

不満，悩みなどの種である日常苛立ち事があるとした。また，李（2006）は日韓

の不満表明に関する比較を言語表現の分析によって行い，日本語母語話者が韓国

母語話者に比べて「不満を表明しない」「遠回しな不満表明」を使用する傾向にあ

ることを明らかにした。また，我慢を美徳ととらえられやすい（本田，2013）文
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